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国
民
食
が
引
き
起
こ
し
た
国
際
紛
争

　

手
頃
な
価
格
で
よ
り
早
く
、
食
べ
物
を
提

供
す
る
こ
と
を
常
に
求
め
ら
れ
る
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
の
世
界
に
あ
っ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ
ス
が
い
つ
ま
で
も
安
泰
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
の
は
事
実
。
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
（
２
０
２
５
年
の
英
国
内
店
舗
数
は
約

１
２
０
０
）
や
、
同
じ
く
米
国
発
祥
の
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
チ
ェ
ー
ン
の
サ
ブ
ウ
ェ
イ
（
約
２

１
０
０
店
舗
）、
安
さ
が
売
り
物
の
グ
レ
ッ
グ

ズ
（
約
２
５
０
０
店
舗
）、
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で

は
な
く
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
の
軽
食
も
販

売
す
る
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
筆
頭
コ
ス
タ

（
約
２
６
０
０
店
舗
）
な
ど
、
ラ
イ
バ
ル
は
多

い
。

　

そ
れ
で
も
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ

プ
ス
の
人
気
は
健
在
と
い
え
、
英
国
内
に
は

約
1
万
１
０
０
０
店
も
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア

ン
ド
・
チ
ッ
プ
ス
・
シ
ョ
ッ
プ
／
レ
ス
ト
ラ

ン
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
、
年
平
均
で
約
３

億
８
２
０
０
食
も
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・

チ
ッ
プ
ス
が
消
費
さ
れ
て
い
る
。
英
国
民
ひ

と
り
ひ
と
り
が
年
平
均
で
６
回
は
買
っ
て
食

べ
て
い
る
計
算
に
な
る
。

　

こ
れ
に
自
家
製
の
も
の
を
加
え
れ
ば
、

英
国
人
の
魚
の
消
費
量
、
と
く
に
フ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ
ス
の
一
番
人
気
で

あ
る
コ
ッ
ド(cod) 

の
消
費
量
が
膨
大
で
あ

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
英
国
人
の
無
類
の
コ
ッ
ド
好
き
が
国

際
紛
争
ま
で
ひ
き
起
こ
し
て
い
る
。
英
国
と

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
「
コ
ッ
ド
戦
争The Cod 

W
ars

」
は
深
刻
で
、
今
も
尾
を
引
い
て
い

る
。
日
本
と
ロ
シ
ア
の
間
で
も
た
び
た
び
問

題
に
な
っ
て
い
る
２
０
０
海
里
漁
業
区
域
、

漁
獲
量
問
題
と
類
似
し
た
国
際
問
題
で
、
危

機
的
状
況
に
発
展
し
た
こ
と
が
過
去
に
３
度

あ
る
。

　
「
第
１
次
コ
ッ
ド
戦
争
」
が
起
こ
っ
た
の
は

１
９
５
８
年
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
が
外
国
船
の

漁
業
禁
止
区
域
を
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
沖
４
マ
イ

ル
か
ら
12
マ
イ
ル
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
が

発
端
だ
。
さ
ら
に
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
が
漁
業

禁
止
区
域
を
50
マ
イ
ル
に
ま
で
拡
大
し
た
こ

と
で
１
９
７
２
〜
73
年
に
は
「
第
２
次
コ
ッ

ド
戦
争
」
が
発
生
し
た
。
こ
の
時
は
英
国
政

●Survivor●取材・執筆／本誌編集部

英国民にとって、食べると癒される「コンフォート・フード」の代表格、
フィッシュ・アンド・チップス。
国際紛争や漁獲量削減といった政治的事情、
健康志向の高まりやフライド・チキンの猛攻などを受けて
逆風に見舞われているのが実情ながら、それでも愛され続けていることに変わりはない。
そんなフィッシュ・アンド・チップスについて、引き続きお届けしたい。

まるごと
フィッシュ・アンド・チップス

　愛しの国
民食

【後編】

ホルボーンの「フライヤーズ・ディライ
ト The Fryer's Delight」で、昔ながらの
フィッシュ・アンド・チップスを提供する
ポルトガル系３人組。左側の男性がフロ
ア係、右側２人が調理を担当。揚げた
てが楽しめる。
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府
の
譲
歩
の
結
果
、
武
力
衝
突
と
い
う
事
態

は
回
避
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
英
国
漁
船
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

沖
50
マ
イ
ル
内
で
は
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で

し
か
漁
を
許
さ
れ
ず
、
加
え
て
、
そ
の
区
域

で
の
年
間
漁
獲
量
は
13
万
ト
ン
以
下
と
制
限

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
合

意
は
期
限
付
き
だ
っ
た
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
関
係
諸
国
の
思
惑

　

そ
の
期
限
切
れ
の
日
、
１
９
７
５
年
11
月

13
日
に
「
第
３
次
コ
ッ
ド
戦
争
」
が
勃
発

し
た
。
こ
の
「
第
３
次
―
」
は
過
去
２
度
の

も
の
と
は
レ
ベ
ル
が
異
な
り
、
武
力
衝
突
が

現
実
の
も
の
に
な
る
寸
前
ま
で
至
っ
た
。
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
沖
２
０
０
マ
イ
ル
区
域
内
で
漁

を
し
て
い
た
英
国
漁
船
の
網
が
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
湾
岸
誓
備
船
に
よ
り
切
ら
れ
る
事
態
が
発

生
。
こ
れ
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
漁
業
禁
止

区
域
拡
大
計
画
（
２
０
０
マ
イ
ル
ま
で
の
拡

大
）
が
英
国
政
府
に
正
式
に
伝
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
の
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
側
は
８
隻
の
護
衛
艦
を
拡

大
区
域
内
に
配
置
。
こ
の
時
は
英
国
政
府
も

簡
単
に
は
譲
歩
せ
ず
、
英
国
漁
船
を
護
衛
す

る
た
め
の
船
ま
で
動
員
し
、
合
計
22
隻
の
編

隊
を
組
ん
で
区
域
内
に
乗
り
込
ん
だ
。

　

数
度
の
発
砲
や
衝
突
事
故
な
ど
が
発
生
し
、

負
傷
者
も
で
た
も
の
の
、
７
ヵ
月
に
わ
た
る

小
競
り
合
い
の
後
、
１
９
７
６
年
７
月
２
日
、

両
政
府
の
「
和
解
」
が
一
応
成
立
。
こ
こ
で

胸
を
な
で
お
ろ
し
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、

こ
と
は
容
易
に
運
ば
な
か
っ
た
。

　

武
力
衝
突
は
な
ん
と
か
免
れ
た
も
の
の
、

英
国
政
府
の
完
全
譲
歩
と
い
う
英
国
側
に

と
っ
て
は
最
悪
の
結
末
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

か
ら
だ
。
調
停
日
よ
り

６
ヵ
月
間
の
み
英
国
漁

船
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
沖

２
０
０
マ
イ
ル
の
区
域

内
に
限
っ
て
漁
を
許
可

さ
れ
た
。
た
だ
し
、
１

度
に
こ
の
区
域
内
に
入

れ
る
漁
船
数
は
24
隻
。

ま
た
、
こ
の
区
域
内
の

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
湾
岸
警

備
隊
に
は
、
英
国
漁
船

の
調
停
違
反
を
疑
っ
た

場
合
、
い
つ
何
時
で
も

漁
船
を
停
止
さ
せ
、
船

内
調
査
を
行
な
う
権

利
が
与
え
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
６
ヵ
月
の

期
限
切
れ
以
降
、
こ
の

区
域
内
で
の
英
国
漁
船

の
漁
は
い
っ
さ
い
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

こ
の
一
方
的
と
も
い
え
る
調
停
成
立
の
陰

に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
関
与
が
あ
っ
た
。
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
の
ケ
フ
ラ
ビ
ッ
ク
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
対

ソ
連
（
当
時
）
戦
略
の
重
要
拠
点
。
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
は
こ
の
基
地
閉
鎖
を
盾
に
し
て
、
英

国
の
大
幅
譲
歩
を
迫
っ
た
。
し
か
し
、
一
方

の
英
国
の
事
情
も
切
実
だ
っ
た
。
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
周
辺
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ

プ
ス
の
材
料
に
最
適
の
コ
ッ
ド
を
は
じ
め
と

す
る
魚
の
宝
庫
で
あ
り
、
英
国
政
府
も
今
回

ば
か
り
は
譲
歩
を
渋
っ
た
。
結
果
的
に
は
、

米
国
に
よ
る
説
得
工
作
や
北
欧
諸
国
の
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
ヘ
の
公
式
支
持
表
明
な
ど
で
、
最

終
的
に
英
国
政
府
は
調
停
に
合
意
す
る
ほ
か

な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
同
島
周
辺
海
域
の
コ
ッ

ド
個
体
数
の
激
減
が
英
国
（
ベ
ル
ギ
ー
や
当

時
の
西
ド
イ
ツ
も
や
り
玉
に
あ
が
っ
た
が
、

英
国
ほ
ど
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
）

の
コ
ッ
ド
乱
獲
に
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
こ
の
紛
争
ま
で
の
約
１
０

０
年
間
、
総
輸
出
品
の
９
割
は
魚
と
介
魚
製

品
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
漁
業
依
存
国

家
。
と
く
に
コ
ッ
ド
は
彼
ら
に
と
っ
て
も
、

最
も
重
要
な
魚
の
ひ
と
つ
で
、
コ
ッ
ド
個
体

数
の
激
減
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
経
済
に
と
っ
て

は
死
活
問
題
。
強
硬
な
態
度
に
出
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

と
は
い
え
、「
コ
ッ
ド
戦
争
」
を
引
き
起
こ

し
、
英
国
の
政
治
的
敗
北
に
よ
る
漁
獲
量
の

大
幅
な
減
少
を
招
い
た
コ
ッ
ド
の
個
体
数
不

足
は
深
刻
で
、
こ
れ
以
降
、
英
国
の
国
民
食

を
脅
か
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

英
政
府
の
頑
張
り
が
必
要

　

コ
ッ
ド
の
み
な
ら
ず
、
英
国
の
主
要
な
水

産
資
源
は
乱
獲
に
よ
り
「
差
し
迫
っ
た
崩
壊
」

の
危
機
に
あ
る
と
し
て
、
保
護
団
体
が
対
策

を
求
め
て
い
る
。
環
境
団
体
オ
セ
ア
ナ
Ｕ
Ｋ

は
政
府
に
対
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

漁
獲
枠
の
設
定
を
行
い
、
伝
統
的
な
フ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ
ス
文
化
を
守
る
よ

う
訴
え
て
い
る
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
英
国
の
主
要
商
業
魚

種
上
位
10
種
の
半
数
が
危
機
的
な
低
水
準
に

あ
る
か
、
過
剰
利
用
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い

は
そ
の
両
方
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
。

　

例
え
ば
、
北
海
の
コ
ッ
ド
は
資
源
保
護
の

た
め
２
０
２
５
年
の
漁
獲
量
を
ゼ
ロ
に
す
べ

き
だ
と
い
う
極
端
な
勧
告
が
行
わ
れ
た
が
、

依
然
と
し
て
過
剰
漁
獲
が
続
い
て
い
る
。
調

査
で
は
評
価
対
象
と
さ
れ
た
１
０
５
資
源
の

う
ち
健
全
と
確
認
さ
れ
た
の
は
41
％
に
と
ど

ま
り
、
27
％
は
乱
獲
、
25
％
は
科
学
的
助
言

を
超
え
る
漁
獲
枠
が
設
定
さ
れ
て
い
る
状
態

だ
っ
た
。

店舗がワンフロアで完結しているフィッシュ・アンド・チップス店でよく見
かける、専用フライヤー。魚用、チップス用、それ以外と揚げるセクション
が分かれている。© Rathfelder

フィッシュ・アンド・チップス
少しでもヘルシーに楽しみたい !?

■ 太めのチップスは油の吸収率が細めのもの
より低い（油に接する面積の割合が、細めの
チップスより少ないため）。太めのものの脂肪
分含有率が約７％なのに対し、細めのもの
は 15％。

■ 自宅でチップスを作る時には、オーブンを使
用するのが一番。脂肪含有率を５％以下に抑え
ることができる。

■ フライドポテトはジャガイモのビタミンＣを
逃がさないための一番の調理法。ジャガイモを
ゆでると多量のビタミンＣが溶け出してしまう。

■ トマトケチャップも意外とカロリーが高い食
品。100 グラムで約 131 キロカロリー。カレー
ソースも同様にカロリーアップを招くので注意。

■ ミディアム・サイズのフィッシュ・アンド・
チップスのカロリーは平均で 1150 カロリー程
度。ラージ・サイズにすると 1600 カロリー程
度にはねあがる。ちなみに、典型的なファスト
フード店のハンバーガー（チーズなし）＋ミ
ディアム・サイズのフレンチフライ（チップス）
で、約 900 ～ 1000 カロリー。

■ 牛脂で揚げている店舗と、植物油で揚げて
いる店舗のフィッシュ・アンド・チップスを比
較した場合、前者の方が 60 カロリー程度高い
という統計がある。

■ 43％の人が、衣を取り除いて中身の魚だけ
を食べているとされる一方、40％余りの人は、
衣があってこそのフィッシュ・アンド・チップ
ス、衣がなければ成立しないと考えていること
も明らかになった。

■ 栄養のバランスを保つため、マッシーピー
ズ（グリーンピースをつぶしたもの。ちなみ
に、どのスーパーででも購入できる缶詰製品
は、砂糖を加えるとずんだ餅のあんの代用にな
る）、またはベイクトビーンズ、サラダなどの
野菜類を一緒に注文／摂取
するのも一案。ただし、
マッシーピーズを追
加 し た 場 合、100 ～
200 カロリーアップ
となることは頭のか
たすみに置いておくと
良さそう。
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ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
」
と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
る
。
こ
れ

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ
（
Ｎ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
）
が

中
心
と
な
っ
て
主
催
す
る
も
の
で
、
毎
年
英
国

全
土
の
最
も
お
い
し
い
店
を
決
定
す
る
と
い
う

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ
ス
界
の
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
の
よ
う
な
も
の
。
さ
ら
に
「
ヤ
ン
グ
・

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」

も
開
催
し
、
こ
の
業
界
へ
の
若
い
世
代
の
積
極
的

な
参
加
を
促
し
て
い
る
。

　

過
去
の
受
賞
店
に
よ
れ
ば
、
受
賞
後
は
連
日
記

念
写
真
を
撮
り
に

や
っ
て
く
る
客
が
絶

え
ず
、
な
か
に
は
カ

ナ
ダ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

や
っ
て
来
た
客
ま
で

い
た
と
い
う
。
こ
う

し
た
コ
ン
テ
ス
ト
の

開
催
は
、
フ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ

プ
ス
業
界
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

が
毎
年
発
表
し
て

い
る
、
英
国
フ
ィ
ッ

　

科
学
的
助
言
に
従
っ
た
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
西
方
の
ハ
ド
ッ
ク
や
北
海
の
ヒ

ラ
メ
の
個
体
数
は
回
復
し
、
健
全
な
水
準
を
保
っ

て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

団
体
側
は
、
魚
類
は
適
切
に
管
理
す
れ
ば
持
続

可
能
な
資
源
だ
と
主
張
。
そ
れ
に
対
し
て
、
漁
業

関
係
者
も
「
魚
が
い
な
け
れ
ば
産
業
の
未
来
は
な

い
」
と
し
つ
つ
も
、
生
計
維
持
の
た
め
に
は
一
定

量
の
漁
獲
高
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
。
こ
の

差
を
埋
め
る
に
は
、
政
府
に
よ
る
資
金
援
助
が
不

可
欠
で
、
政
府
側
は
持
続
可
能
な
管
理
を
進
め

る
と
と
も
に
、
３
億
６
０
０
０
万
ポ
ン
ド
の
基
金

で
沿
岸
地
域
と
産
業
の
成
長
を
支
援
す
る
と
表

明
し
て
い
る
。

　

な
お
、
漁
獲
量
の
減
少
は
水
温
と
も
密
接
に
関

連
し
て
お
り
、
海
面
水
温
が
上
昇
す
る
と
低
温
を

好
む
コ
ッ
ド
と
ハ
ド
ッ
ク
の
漁
獲
量
が
低
下
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

生
き
残
り
を
か
け
る
「
良
き
友
」

　

一
連
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
で
、「
英
国
人
の
国
民

食
の
未
来
は
ど
う
な
る
？
」
と
心
配
に
な
っ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
業
界
全
体
で
力
を
合

わ
せ
、
悲
観
的
な
未
来
展
望
を
払
拭
す
べ
く
奮
闘

を
継
続
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・

■ フィッシュ・アンド・チップスといえばビネガー、つまり「酢」。地
昧な存在ではあるものの、フィッシュ・アンド・チップス（とくにチッ
プス）をビネガーで食べることにこだわりとプライドを持つ英国人は
少なくない。ビネガーは陰の主役的存在とも言えそうだが、昨今、
フィッシュ・アンド・チップス店で容器に入っているカラメル色の調味
料がビネガーとは限らないという。

■ イングランドで伝統的に好まれてきたのは、醸造酢（モルトビネ
ガー malt vinegar）。 脱穀、 製粉された穀粒と砂糖を混ぜ合わせ、
でんぷん質から糖に変化させ、それにイースト菌を混ぜ合わせ寝か
すことにより、アルコールが醸造される。それをさらに寝かすと酢に
変化していく。これをろ過すれば醸造酢が出来上がる。

■ スコットランドではモルトビネガーをさらに蒸留することにより、透
明な蒸留酢（distilled white vinegar）を作り出す。スコットランドで
はこの蒸留酢をより好む人々がいる一方、エディンバラのように、ブ
ラウンソースを酢の代わりに使用する、「salt 'n' sauce（ソルト・アン
ド・ソース）」派の人が 45％を占める地域もある。

■ 近頃、グルテンフリーかつアルコールフリー、しかも比較的安価と
いうことで、フィッシュ・アンド・チップス店で広く出回るようになっ
ているのが、「non-brewed condiment（ノン・ブリュード・コンディ
メント）」＝酢風調味料。これは水、酢酸、モルトビネガーに似せる
ためのカラメル色素、香料などを混合して作られる。発酵によらず製
造されるため、「酢」と名乗ることが認められていない。

■ 余談だが英国で酢が作られるようになったのは意外と遅く、17 世
紀の中頃（酢の歴史は約 7000 年前にまでさかのぼると言われてい
る）。英国を代表する老舗ブランドはサーソンズ (Sarson's)。このブラ
ンドは 18 世紀後半に誕生し、2012 年より、日本のミツカン傘下となっ

た。 大 手スーパーマー
ケットなどでも手頃な価
格で 手 に 入るので、 米
酢（ライス・ビネガー）
派 の 人も一 度 試してみ
てほしい。

基本はソルト・アンド・ビネガー！
陰の主役にもこだわりたい

フライヤーズ・ディライト
The Fryer's Delight
19 Theobalds Road, Holborn, 
London WC1X 8SL
https://thefryersdelight.co.uk

■  「Chippy チッピー」とはフィッ
シュ・アンド・チップス店のことで、
オックスフォード英語辞典にも掲
載されている。愛情のこもった略
称と言えそう。

■ 1958 年にイタリア系兄弟が、カンペキなフィッシュ・アンド・チップスを目指
してオープン。

■  伝統を守り、今も揚げ油には「牛脂（ビーフ・ドリッピング Beef dripping）」を
使用。注文が入ってから魚を揚げるため、混
在時には少し時間がかかることもあり。

■ 店内で食べる場合、コッド＋チップスで
14.50 ポンド。

■ 取材班の感想「確かに風味豊か。まったく
油っぽくなく、チップスもマッシーピーズも
含めて完食。レトロな雰囲気で、日本からの
来客を連れて行くと喜ばれそう」

ケ チ ャ ッ プ は ア メ リ カ ン
スタイルという認識だが、
チップスにつける調味料と
して人気であることは否め
ず、ケチャップをテーブル
に置く店は多い。

テイクアウェー用のフィッシュ・アンド・チップスは、か
つては新聞紙にくるまれていたが、印刷インクが有害だと
して、1980 年代から 90 年代にかけて、徐々に消滅。現在は、
グリースプルーフ紙（耐油紙）が使われるようになっている。

昔ながらのチッピー系 vs「映え」を意識したオシャレ系
英国に１万軒余もあるというフィッシュ・アンド・チップス店。
編集部独自のお薦め店を見つけ出すなど不可能に近い。新旧代
表というわけではないが、複数のサイトやリストから独断で選
んだ２店を掲載する。あくまで「参考」とお考えください。

メイフェア・チッピー
The Mayfair Chippy
Mayfair 店 14 North Audley Street, 
London W1K 6WE
Knightsbridge 店 138 Brompton Rd, 
London SW3 1HY
www.mayfairchippy.com

■ 2015 年にメイフェア店、2024 年
にナイツブリッジ店がオープン。

■  揚げ油にはナタネ油を使用。コッドの個体数減少が問題となっているのをう
け、現在はメニューからコッドを敢えてはずし、ハドックとヘイク（メルルーサ）
を提供。

■ 店内で食べる場合、ハドック＋チップスで 26.50 ポンド。

■ ハドック（またはヘイク）＋チップスに
は、タルタルソース、マッシーピーズ、カ
レーソース（または HP グレイヴィーソース）
が含まれている。

■ 取材班の感想「内装も洗練されていて、盛
り付け用の器なども含め、すべてインスタ映
えすること間違いなし。ふっくらとした身の
ハドックはカラッと揚がって美味」

シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ
ス
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ェ
ー

店
50
選
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
10
選
を
参
考
に
し
た
り
、

他
の
様
々
な
機
関
や
サ
イ
ト
が
作
成
し
て
い
る
独

自
の
リ
ス
ト
を
比
べ
て
、
複
数
の
リ
ス
ト
に
登
場

す
る
常
連
店
か
ら
選
ん
だ
り
し
て
、
行
き
慣
れ

て
い
る
店
以
外
の
場
所
を
実
際
に
試
し
て
み
る
の

も
楽
し
い
。
昔
な
が
ら
の
良
さ
を
維
持
し
て
長
く

支
持
さ
れ
て
い
る
店
も
あ
れ
ば
、
従
来
の
フ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ
ス
店
と
は
異
な
る
イ
メ
ー

ジ
で
勝
負
を
か
け
て
い
る
店
も
あ
り
、
伝
統
と
革

新
が
共
存
す
る
中
で
、
生
き
残
り
の
道
を
探
る
関

係
者
た
ち
を
応
援
し
た
く
な
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
、

当
時
の
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル

は
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン

ド
・
チ
ッ
プ
ス
を
「The 

good com
panions.

（
良

き
友
）」
と
呼
ん
だ
。
う
れ

し
い
時
に
は
喜
び
を
高
め
、

悲
し
い
時
に
は
慰
め
と
な

る
―
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン

ド
・
チ
ッ
プ
ス
が
「
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
・
フ
ー
ド
」
と

し
て
愛
さ
れ
る
理
由
が
こ

こ
に
あ
る
。
今
日
の
夕
飯

は
、フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・

チ
ッ
プ
ス
で
決
ま
り
！

今回、取材先に選んだナイツブリッジ店。


